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１号機 窒素封入設備の信頼性向上
通気試験について

2016年9月2９日

東京電力ホールディングス株式会社
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１．工事の概要

〇概要
・窒素封入設備は，水素爆発を予防するために，ＲＰＶ及びＰＣＶに窒素を封入
し，不活性雰囲気を維持する設備

・ＲＰＶに封入しているＲＶＨラインに加えて，ＪＰｾﾝｼﾝｸﾞﾗｲﾝ等を介して窒素
封入するラインを新規設置し信頼性を向上

・ＪＰ計装ラックまでは２ライン，ＪＰ計装ラックからＲＰＶまでは１４ライン

ＲＰＶ：原子炉圧力容器

ＰＣＶ：原子炉格納容器

Ｓ／Ｃ：圧力抑制室

ＲＶＨ：原子炉ヘッド
スプレイライン

ＪＰ：ジェットポンプ

ＡＣ：不活性ガス系

ＡＣライン

RVHライン

O2サンプリングラックライン

１号機２号機

３号機

窒素封入設備 ＲＰＶ

ＰＣＶ

Ｓ／Ｃ

新規設置

1ﾗｲﾝ

2ﾗｲﾝ JP計装ﾗッｸ

10ﾗｲﾝ
3ﾗｲﾝ
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２．通気試験について

必要封入量：７Ｎｍ３／ｈ
管理目標値：１１Ｎｍ３／ｈ以上

１．目的
今回設置したラインを通してＲＰＶへ「実施計画に定められた窒素封入量の管理目標値

（11Nm3/h）以上で窒素が通気されること」を確認

２．試験方法
ＪＰ計装ラックまでの２ライン各々を通じて，ＲＰＶに通じる１４ラインに対して１ラインづつ

通気（２ライン×１４ライン＝２８通り）
通気試験は，検査中ＲＶＨラインからの窒素封入量を維持した状態で実施

1号機

現在３０Ｎｍ３／ｈ封入中

現在５Ｎｍ３／ｈ封入中

ＡＣライン

RVHライン

O2サンプリングラックライン

１号機２号機

３号機

窒素封入設備 ＲＰＶ

ＰＣＶ

Ｓ／Ｃ

1ﾗｲﾝ

2ﾗｲﾝ JP計装ﾗッｸ

10ﾗｲﾝ
3ﾗｲﾝ

管理目標値以上の流量
が出ることを確認
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３．今後の窒素封入ラインの選定

ＲＶＨラインとＪＰセンシングライン等
（１４ライン）から通気が可能

今回の使用前検査結果を踏まえて，
試験手順等を作成し通気確認を実施予定

常用ラインの選定が必要
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４．全体工程

• 全体スケジュール

12月

２０１６年

9月 10月 11月5月 6月 8月

５／３０

実施計画変更認可

窒素封入ライン設置

通気確認

窒素封入ラインの選定検討

7月

試験・検査等

通気（社内検査）通気（使用前検査）
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（参考）１号機ＪＰ計装ラックからの窒素封入ライン

JP-２，JP-３
JP-４，JP-５
JP-６（２本）
JP-７，JP-８
JP-９，JP-１０

Ｎ１６Ａ

Ｎ７（３本）

１号機
ＲＰＶ

≪ 注入点イメージ ≫

JP-10
JP-9

JP-8
JP-7

JP-11
JP-12

JP-13

JP-14

JP-15

JP-16

JP-17

JP-18
JP-19

JP-20

JP-6

JP-5

JP-4
JP-3

JP-2
JP-1

JP封入位置断面図

※J-11～JP-20は計装ラックが

高線量区域にあるため、今回使

用しない

N16A

N7

RPV PCV

（ほう酸水注入系計装ライン）

（炉心差圧計装ライン）

（ＪＰセンシングライン）


